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2122 幾棟もの茅葺き屋根の民家が建ち並ぶ「かやぶきの里」

地
域
に
根
ざ
し
た
暮
ら
し
の
な
か
に
、低
炭
素
社
会
づ
く
り
の

ヒ
ン
ト
が
あ
る
。伝
統
的
な
低
炭
素
な
住
ま
い
方
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
と
し
て
の
森
や
草
原
、そ
し
て
海
、地
域
資
源
を
守
り

生
か
す
人
々
の
姿
に
、関
西
流
の
低
炭
素
社
会
モ
デ
ル
を
探
っ
た
。

地
域
資
源
を

守
り
生
か
す
関
西



京
都
・
美
山

の
暮
ら
し
ぶ
り
と
、そ
れ
を
支
え
て
き
た
『
て
ん
ご
り
』（
順
番
に
）

︱
︱
良
い
こ
と
で
も
悪
い
こ
と
で
も
、
み
ん
な
で
分
け
合
い
、
助

け
合
お
う
と
い
う
相
互
扶
助
の
精
神
に
感
銘
を
受
け
た
」
と
い
う
。

　

北
地
区
に
現
存
す
る
ほ
と
ん
ど
の
茅
葺
き
家
屋
は
、
江
戸
期
以

来
、
百
五
十
年
、
二
百
年
の
歴
史
を
持
つ
民
家
で
、
か
つ
て
茅
葺

き
屋
根
の
葺
き
替
え
は
五
十
年
に
一
度
の
大
事
業
だ
っ
た
。
民
俗

資
料
館
で
聞
い
た
話
で
は
、
人
々
は
秋
、
茅
場
で
茅
を
刈
り
取
っ

て
春
ま
で
干
し
、
広
い
屋
根
裏
に
保
管
。
五
十
年
分
の
茅
を
使
っ

て
葺
き
替
え
て
い
た
。
ま
た
、
谷
川
の
水
を
引
い
て
き
た
水
場
か

ら
各
家
へ
汲
ん
で
き
た
水
を
溜
め
、
風
呂
水
と
し
た
り
、
自
宅
で

飼
う
牛
を
洗
っ
た
り
、
万
一
の
火
災
に
も
備
え
た
よ
う
だ
。

か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
未
来
が
見
え
る

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
伝
統
的
な
生
活
文
化
は
、
日
常
の
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
と
、
存
続
し
な
く
な
り
ま
す
、
と
高
御
堂
さ
ん
。

現
在
、
美
山
町
へ
の
来
訪
者
は
年
間
約
七
十
万
人
と
飛
躍
的
に
増

え
た
。「
だ
け
ど
定
住
者
の
高
齢
化
率
は
三
九
％
で
、
人
口
は
減

少
傾
向
。
や
は
り
地
元
出
身
者
が
戻
り
、
美
山
に
惹
か
れ
て
来
た

人
に
定
住
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
ら
な
い
と
」

　

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
美
山
を
体
験
し
て
も
ら
う
。
宿
泊
施
設
と

キ
ャ
ン
プ
場
の
あ
る
自
然
文
化
村
で
は
、
田
舎
暮
ら
し
体
験
を
は

じ
め
、
入
山
制
限
の
あ
る
芦
生
の
森
で
地
元
の
人
々
が
ガ
イ
ド
役

を
務
め
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
型
事
業
を
企
画
、
運
営
し
て
き
た
。
今
後
は
、
さ
ら
に
美
山
の

人
々
が
長
年
築
き
上
げ
て
き
た
生
活
文
化
の
再
生
・
復
活
を
図
り
、

相
互
扶
助
の
精
神
「
て
ん
ご
り
」

　

京
都
盆
地
北
西
端
か
ら
北
方
に
延
び
る
周
山
街
道
を
車
で
一
時

間
半
前
後
走
っ
て
い
く
と
、
山
ひ
と
つ
越
せ
ば
若
狭
、
と
い
う
山

深
い
南
丹
市
美
山
町
に
至
る
。
山
あ
い
を
流
れ
る
由
良
川
を
少
し

遡
れ
ば
、
ど
っ
し
り
と
し
た
茅
葺
き
屋
根
の
民
家
が
幾
つ
も
並
ぶ

集
落
に
出
会
う
。
日
本
の
原
風
景
、
伝
統
的
な
生
活
文
化
を
今
に

伝
え
る
「
か
や
ぶ
き
の
里
」
と
し
て
知
ら
れ
る
北
地
区
で
あ
る
。

　

現
在
、
約
五
十
戸
の
う
ち
三
十
八
戸
が
茅
葺
き
家
屋
で
、
残
存

率
日
本
一
の
同
地
区
で
は
、
一
九
八
○
年
代
か
ら
住
民
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
茅
葺
き
家
屋
の
保
存
と
茅
の
確
保
に
尽
力
。
九
三
年
、

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
さ
れ
た
。
前
後
し

て
地
元
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
、
焼
失
し
た
築
二
百
年
以
上
の

茅
葺
き
民
家
を
復
元
・
公
開
す
る
民
俗
資
料
館
や
、
火
に
弱
い
茅

葺
き
を
守
る
た
め
の
防
火
施
設
な
ど
を
整
備
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
、

環
境
と
共
生
す
る
持
続
可
能
な
発
展
が
模
索
さ
れ
る
時
代
状
況
の

な
か
、「
か
や
ぶ
き
の
里
」
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
れ
ま
で
年

間
四
〜
五
万
人
だ
っ
た
美
山
町
へ
の
観
光
客
が
急
増
し
て
い
っ
た
。

　

北
地
区
の
上
流
域
に
あ
る
、
都
会
と
農
山
村
と
の
交
流
拠
点

施
設
・
自
然
文
化
村
支
配
人
の
高
御
堂 

厚
さ
ん
は
、
九
三
年
春
、

環
境
教
育
実
践
の
た
め
美
山
町
に
移
住
。西
日
本
屈
指
の
天
然
林
・

芦
生
の
森
を
は
じ
め
、「
か
や
ぶ
き
の
里
に
代
表
さ
れ
る
昔
か
ら

2324

50年ごとに葺き替えて住まう茅葺き民家
❶早春の陽光をあびる茅葺き民家
❷ライトアップで暗闇に浮かびあがる「かやぶきの里」　❸秋に刈り取り、春まで戸外で茅を干す
❹築200年以上の茅葺き民家を復元し、かつての暮らしを再現している美山民俗資料館

1

3

2 4



26 季刊［やく］2010 Spring

和
歌
山

地
域
に
活
気
を
も
た
ら
し
な
が
ら
、
都
会
の

人
々
に
「
日
本
一
の
田
舎
」
美
山
の

良
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
来
訪
や
定

住
を
促
進
し
て
い
き
た
い
、

と
い
う
。

　

今
年
五
月
に
は
、
か
や
ぶ
き
の

里
に
あ
る
八
幡
神
社
に
五
月
女
が
参
列

す
る
「
御
田
植
祭
」
も
計
画
し
て
い
る
。

　
「
実
は
自
然
文
化
村
の
冬
の
行
事
・
美
山
雪
ま
つ
り

も
、
今
年
は
雪
が
な
く
て
中
止
し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
の
影

響
が
迫
る
な
か
、『
か
や
ぶ
き
の
里
か
ら
未
来
が
見
え
る
』
と
い

う
か
、
美
山
の
よ
う
に
、
伝
統
の
な
か
で
築
い
て
き
た
生
活
文
化

に
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
生
き
方
を
考
え
直
す
知
恵
が
ひ
そ

ん
で
い
ま
す
」

　

何
百
年
も
住
み
継
が
れ
、
五
十
年
か
け
て
茅
を
貯
め
、
五
十
年

に
一
度
、
葺
き
替
え
る
茅
葺
き
・
木
造
の
伝
統
家
屋
︱
︱
家
と
い

う
地
域
資
源
を
、
世
代
を
超
え
て
長
く
使
い
続
け
る
暮
ら
し
方
は
、

確
か
に
か
つ
て
日
本
に
あ
っ
た
。
か
や
ぶ
き
の
里
を
巡
っ
て
い
る

と
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
の
資
源
多
消
費
型
生
活
は
、
戦
後
の

高
度
成
長
期
に
現
れ
た
底
の
浅
い
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い

か
、
と
の
思
い
も
湧
い
て
く
る
。

　

低
炭
素
社
会
に
向
け
て
、
二
百
年
住
宅
や
エ
コ
リ
フ
ォ
ー
ム
が

注
目
さ
れ
る
な
か
、「
日
本
一
の
田
舎
」
に
こ
だ
わ
り
続
け
る
美

山
に
、
時
代
が
寄
り
添
っ
て
き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「木の国」の森を守り、生かす

25

里
山
か
ら
天
然
林
ま
で

　

紀
北
の
和
泉
山
脈
南
麓
か
ら
、
高
野
山
系
、
南
紀
の
吉
野
・
熊

野
山
系
︱
︱
か
つ
て
「
木
の
国
」
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
森
林
率

七
七
％
を
誇
る
和
歌
山
県
。
し
か
し
安
価
な
輸
入
材
に
押
さ
れ
、

地
元
経
済
の
柱
・
林
業
の
不
振
と
後
継
者
難
に
温
暖
化
の
影
響
も

加
わ
り
、
豊
か
な
森
林
資
源
も
荒
廃
し
つ
つ
あ
る
。

　

そ
ん
な
な
か
和
歌
山
県
で
は
、
官
民
あ
げ
て
森
林
資
源
の
保
護

と
再
生
、
活
用
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
和
歌
山
県
が
県
民
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
姿
を
消
し

つ
つ
あ
る
「
里
山
」
の
保
全
、
再
生
、
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
る

好
例
が
、
二
〇
○
二
年
、
紀
北
の
和
泉
山
脈
南
麓
（
岩
出
市
）
に

開
園
し
た
和
歌
山
県
立
森
林
公
園
「
根
来
山
げ
ん
き
の
森
」
だ
。

　

根
来
寺
の
す
ぐ
東
。
コ
ナ
ラ
や
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
雑
木
林
が

広
が
る
こ
の
森
の
管
理
・
運
営
を
県
か
ら
受
託
し
て
い
る
「
根
来

山
げ
ん
き
の
森
倶
楽
部
」事
務
局
長
の
岡
田
和
久
さ
ん
に
よ
れ
ば
、

現
在
約
二
百
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
が
中
心
と
な
っ
て
一
般
の

人
々
に
呼
び
か
け
、
植
樹
や
間
伐
、
草
刈
り
、
遊
歩
道
の
設
置
な

ど
の
森
林
整
備
か
ら
、
植
物
や
野
鳥
、
昆
虫
観
察
や
炭
焼
き
な
ど
、

人
々
が
気
軽
に
森
に
親
し
む
機
会
を
つ
く
っ
て
い
る
。

　
「
げ
ん
き
の
森
」
と
名
付
け
た
の
は
、
人
が
森
を
元
気
に
す
る

と
同
時
に
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で
も
元
気
に
な
る
と
こ

ろ
に
、
と
い
う
想
い
か
ら
。「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
レ
ー
ル
も
整
備

県立森林公園「根来山げんきの森」を案内する、根来山げんきの森倶楽部事務局長の岡田和久さん（右端）

❶美山民俗資料館の広い屋根裏
❷暖冬で雪のない、集落内の小道
❸民俗資料館の縁側から里を望む

1
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和
歌
山

2728 げんきの森倶楽部のボランティア会員が自ら築き、炭を焼く炭焼き窯

し
て
い
ま
す
の
で
、
身
体
の
不
自
由
な
方
も
車
い
す
で
森
の
散
策

や
観
察
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
ま
す
」（
岡
田
さ
ん
）

　

げ
ん
き
の
森
倶
楽
部
は
、
近
年
は
森
を
出
て
、
近
隣
の
小
学
校

の
学
校
林
を
舞
台
に
、
会
員
有
志
が
子
供
た
ち
に
間
伐
指
導
を
実

施
す
る
な
ど
、
活
動
内
容
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
き
た
。

　

同
じ
県
立
森
林
公
園
で
も
、
高
野
龍
神
国
定
公
園
の
中
ほ
ど
に

あ
り
、
冬
場
は
雪
と
樹
氷
に
覆
わ
れ
る
護
摩
壇
山
南
麓
に
広
が
る

護
摩
壇
山
森
林
公
園
は
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
天
然
林
が
原

生
状
態
に
近
く
繁
茂
す
る
区
域
。
和
歌
山
県
森
林
整
備
課
主
任
の

南
方
清
克
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
貴
重
な
森
林
を
保
全
す
る
と

と
も
に
、
県
民
が
森
林
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
緑
や
自
然
に

対
す
る
認
識
を
深
め
ら
れ
る
拠
点
と
す
る
た
め
、
園
地
整
備
を

行
っ
て
、
九
三
年
、
開
園
し
た
。

Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
カ
ウ
ン
ト
す
る
「
企
業
の
森
」

　

一
方
、
二
〇
○
三
年
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
始
め
た
の
が
、
企

業
や
団
体
と
連
携
し
て
進
め
る
森
の
保
護
・
再
生
、「
企
業
の
森
」

事
業
だ
。

　

県
森
林
整
備
課
主
任
の
大
平
泰
弘
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
関
西
の
企

業
・
団
体
の
間
で
、
年
ご
と
に
共
感
の
輪
が
広
が
り
、
一
〇
年
三

月
時
点
で
、社
会
・
環
境
貢
献
や
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
「
企

業
の
森
」
事
業
に
参
画
す
る
企
業
・
団
体
は
五
十
二
に
達
し
た
と

い
う
。

　

参
画
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体
は
、
県
や
市
町
村
を
窓
口
と
し

て
、
各
地
の
森
林
所
有
者
や
森
林
組
合
と
契
約
。
林
業
の
不
振
で
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「山で育て、草で飼う」伝統のブランド・但馬牛

30

選
び
抜
か
れ
た
血
統

　

兵
庫
県
北
部
。
険
し
い
山
々
と
深
い
谷
が
幾
重
に
も
織
り
な
す

但
馬
地
域
で
、古
来
、耕
作
や
荷
役
に
用
い
ら
れ
て
き
た
の
が
「
但

馬
牛
」
で
あ
る
。
早
く
か
ら
各
地
に
広
が
り
、
大
坂
城
築
城
で
活

躍
し
た
り
、
近
江
牛
や
松
阪
牛
の
素も
と
う
し牛
と
な
っ
た
。
肉
食
が
本
格

普
及
し
た
明
治
以
降
、
欧
米
人
に
「
神
戸
ビ
ー
フ
」
と
し
て
好
ま

れ
、
役
牛
か
ら
肥
育
牛
へ
の
道
を
辿
っ
た
。

　
「
他
地
域
か
ら
素
牛
や
種
牛
を
導
入
し
て
育
て
る
他
府
県
の
牛

と
違
い
、『
但
馬
牛
』
と
は
、
そ
の
血
統
を
守
る
た
め
、
代
々
兵

庫
県
に
生
ま
れ
、
育
っ
た
和
牛
の
こ
と
で
す
」
と
言
う
の
は
、
朝

来
市
に
あ
る
、
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
・
北
部

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
畜
産
部
研
究
主
幹
・
福
島
護
之
さ
ん
。
地
元

で
幾
世
代
に
わ
た
っ
て
改
良
さ
れ
て
き
た
但
馬
牛
の
、
優
良
系
統

の
維
持
と
高
能
力
種
雄
牛
の
作
出
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
北
部

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
だ
。

　

但
馬
牛
は
、
か
つ
て
雌
牛
を
中
心
と
し
て
豊
か
な
水
系
の
河
川

流
域
ご
と
に
優
良
牛
の
系
統
を
つ
く
っ
て
き
た
。
し
か
し
戦
後
、

人
工
授
精
技
術
が
確
立
。
一
度
に
多
く
の
子
牛
を
繁
殖
で
き
る
種

雄
牛
の
改
良
が
主
流
と
な
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
畜
産
部
研
究
主
幹

の
渡
邊 

理
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
県
内
で
毎
年
生
ま
れ
る
雄
子
牛
約

六
千
頭
か
ら
選
ば
れ
た
優
良
子
牛
十
六
頭
を
二
年
か
け
て
育
て
種

雄
候
補
牛
七
頭
を
選
抜
。
そ
の
七
頭
と
交
配
さ
せ
た
雌
牛
四
十
頭

か
ら
生
ま
れ
た
子
牛
群
を
三
年
間
育
て
、
よ
う
や
く
選
ば
れ
た
数

伐
採
後
、
植
栽
さ
れ
な
い
皆
伐
地
や
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
で
手

入
れ
の
進
ま
な
い
森
林
を
十
年
間
無
償
で
借
り
受
け
、
社
員
や
家

族
が
森
林
再
生
支
援
と
山
村
体
験
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

兼
ね
て
定
期
的
に
入
山
し
、
植
栽
や
下
草
刈
り
な
ど
を
体
験
。
地

元
の
人
々
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
。
ま
た
借
用
す
る
森
林
の
日

常
的
な
維
持
・
管
理
は
、
森
林
組
合
が
担
当
。
地
元
の
婦
人
グ

ル
ー
プ
が
参
加
者
へ
の
お
弁
当
づ
く
り
を
請
け
負
う
な
ど
、
地
域

に
お
け
る
雇
用
機
会
や
現
金
収
入
の
増
加
に
役
立
っ
て
い
る
例
も

多
い
。「
○
七
年
三
月
時
点
で
参
画
中
の
二
十
七
の
企
業
・
団
体

の
活
動
が
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
を
調
査
し
た
結
果
、
推
計
で

十
八
億
六
千
万
円
に
な
り
ま
し
た
」
と
大
平
さ
ん
。

　

県
で
は
○
七
年
、「
企
業
の
森
」
事
業
で
吸
収
す
る
Ｃ
Ｏ
２

の
量

を
算
定
し
、そ
の
環
境
保
全
貢
献
を
評
価
す
る
認
証
事
業
も
創
設
。

こ
れ
は
植
栽
樹
木
百
年
分
の
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
量
を
推
定
す
る

も
の
で
、
当
時
の
二
十
七
企
業
・
団
体
全
体
で
、
吸
収

見
込
み
量
は
百
年
間
で
四
万
千
八
百
Ｃ
Ｏ
２

ト
ン
。
こ

れ
を
個
別
企
業
ご
と
に
認
証
す
る
こ
と
で
参
画
企
業
・

団
体
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
な
ど
、
誘
致

促
進
活
動
を
拡
充
し
て
い
る
。

　

放
置
さ
れ
か
か
っ
た
森
林
か
ら
、
雑
木
林
や
原

生
林
ま
で
、
こ
こ
木
の
国
で
は
森
林
資
源

の
保
護
、
活
用
と
環
境
保
全
、
地
域

経
済
の
活
性
化
に
力
を
注
い
で

い
る
。

兵
庫
・
但
馬

「企業の森」に参画する企業・団体の人々が行う
❶植栽活動、❷下草刈り（ともに和歌山県森林整備課提供）

❸学校林の間伐体験で、みんなで切り倒した木の枝を落とす小学生たち

1
2

3

北部農業技術センターで育成する若い種雄候補牛の世話に汗を流す
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頭
だ
け
が
数
少
な
い
種
雄
牛
の
列
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

現
在
、
そ
れ
ら
種
雄
牛
と
県
内
の
繁
殖
用
雌
牛
の
交
配
結
果
を

予
測
で
き
る
交
配
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
が
開
発
さ
れ
、
同

セ
ン
タ
ー
で
は
繁
殖
農
家
の
交
配
計
画
に
役
立
て
て
い
る
。
但
し

い
く
ら
優
良
系
統
で
も
、ど
の
牛
も
う
ま
く
育
つ
わ
け
で
は
な
い
。

肥
育
の
現
場
で
は
ど
ん
な
努
力
、工
夫
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

草
生
い
茂
る
山
麓
で
の
放
牧

　

但
馬
地
域
の
奥
、
香
美
町
村
岡
区
の
西
方
山
中
に
牛
舎
を
構
え

る
、
繁
殖
兼
肥
育
農
家
の
上
田
伸
也
さ
ん
を
訪
ね
た
。
現
在
、
繁

殖
牛
、
肥
育
牛
合
わ
せ
て
約
三
百
頭
を
飼
養
す
る
。
ち
ょ
う
ど
出

産
シ
ー
ズ
ン
で
牛
舎
に
は
生
後
一
〜
二
カ
月
の
子
牛
や
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
子
牛
と
暮
ら
す
母
牛
が
た
く
さ
ん
い
た
。

　
「
健
康
な
、
肉
質
の
い
い
牛
を
育
て
る
に
は
、
十
分
な
居
住
ス

ペ
ー
ス
を
与
え
、ス
ト
レ
ス
な
く
、子
牛
の
頃
か
ら
い
い
餌
を
し
っ

か
り
食
べ
さ
せ
る
こ
と
」
と
上
田
さ
ん
は
言
う
。
牛
は
、
気
温
の

変
化
や
住
み
心
地
、
牛
同
士
の
関
係
な
ど
が
ス
ト
レ
ス
要
因
と

な
っ
て
食
欲
が
落
ち
、
体
調
を
崩
し
や
す
い
。
夏
暑
く
冬
の
寒
さ

厳
し
い
但
馬
で
は
、
牛
た
ち
の
快
適
な
居
住
環
境
づ
く
り
に
は
細

心
の
注
意
と
工
夫
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
子
牛
を
丈
夫
に
育

て
る
こ
と
に
力
を
尽
く
す
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
母
牛
を
年
間

を
通
し
て
良
い
状
態
で
ど
う
管
理
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
か
。

　

春
に
な
る
と
、
上
田
さ
ん
は
、
妊
娠
初
期
の
雌
牛
た
ち
（
繁
殖

牛
）
を
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
、
東
方
山
麓
に
広
が
る
放
牧
場
に
連
れ

て
い
く
。
母
体
の
健
康
増
進
に
は
、
太
陽
の
光
あ
ふ
れ
、
草
生
い

1 3 4

2 5

❶牛舎が並ぶ、繁殖兼肥育農家上田さんの牧場。向こうの山の、白く雪の積もったところが、春からの放牧場
❷北部農業技術センターで生まれた生後一カ月未満の双子の子牛　❸肥育牛舎の牛たちに乾草を与える上田さん　
❹北部農業技術センターの放牧場に放たれた繁殖牛の雌牛　❺パソコンで繁殖牛の交配シミュレーションを行う福島さん

兵
庫
・
但
馬

茂
る
山
麓
で
の
放
牧
が
い
い
。
餌
代
や
糞
処
理
代
の
節
約
に
も
な

る
。
文
字
ど
お
り
古
来
言
わ
れ
た
「
但
馬
牛
は
山
で
育
て
、
草
で

飼
う
」
の
再
現
だ
。

　

さ
ら
に
近
年
、
荒
廃
の
進
ん
だ
水
田
や
畑
の
再
活
用
と
放
牧
コ

ス
ト
減
少
に
向
け
て
、
休
耕
田
な
ど
放
棄
農
地
を
小
規
模
な
放
牧

場
と
し
て
繁
殖
牛
を
放
つ
、
集
落
農
家
と
畜
産
農
家
と
の
「
集
畜

連
携
放
牧
」、
あ
る
い
は
飼
料
用
稲
を
育
て
、
そ
れ
を
ラ
ッ
プ
サ

イ
ロ
に
蓄
え
、輸
入
乾
草
の
代
わ
り
に
牛
た
ち
に
食
べ
さ
せ
る「
耕

畜
連
携
事
業
」
な
ど
が
試
験
的
に
行
わ
れ
始
め
た
。
こ
れ
が
う
ま

く
い
け
ば
、
地
域
の
農
業
と
畜
産
事
業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

は
ず
、
と
北
部
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
渡
邊
さ
ん
は
言
う
。
管
理

の
仕
方
次
第
で
有
望
な
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
に
な
る
農
地
を
、
放
置
し

な
い
こ
と
自
体
、
低
炭
素
化
に
幾
ば
く
か
の
貢
献
を
し
て
い
る
と

も
見
え
る
。

　

上
田
さ
ん
の
願
い
は
、
優
良
な
但
馬
牛
を
た
く
さ
ん
育
て
、
儲

か
る
牛
飼
い
に
な
る
こ
と
。
出
荷
頭
数
が
減
る
と
、
仲
買
人
は
わ

ざ
わ
ざ
但
馬
ま
で
買
い
つ
け
に
来
な
く
な
り
、
牛
の
市
場
価
値
が

下
が
り
、
入
札
価
格
も
上
が
ら
な
い
。「
そ
れ
じ
ゃ
若
手

が
新
規
参
入
し
た
い
と
思
わ
ず
、
但
馬
牛
の
将

来
も
な
い
」
と
。

　

但
馬
の
風
土
の
な
か
で
育

ち
、
千
年
以
上
も
の
歴

史
を
持
つ
但
馬
牛
。
こ
れ
を
守
り

生
か
す
こ
と
が
、
新
た
な
地
域
づ
く

り
に
役
立
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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兵
庫
・
瀬
戸
内

磨
灘
に
あ
る
砂
地
の
浅
瀬
・
鹿
ノ
瀬
は
イ
カ
ナ
ゴ

の
住
処
。イ
カ
ナ
ゴ
は
水
温
の
高
い
夏
の
間
、

砂
に
潜
っ
て
夏
眠
し
、
十
二
月
に

産
卵
。
生
ま
れ
た
稚

魚
は
冬
の
間
、
や
っ

ぱ
り
砂
の
中
で
眠
る
。
建
設
工

事
な
ど
で
海
の
砂
を
取
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
る
が
、
兵
庫
県
で
は
鹿
ノ
瀬
な
ど
海
砂
の
採
取
は
全
面
禁

止
。
ま
た
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
含
む
栄
養
豊
か
な
河
川
水
に
す

べ
く
、
九
九
年
か
ら
植
樹
活
動
「
漁
業
者
の
森
づ
く
り
」
も
行
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
、
瀬
戸
内
の
漁
業
者
た
ち
が
連
携
し
て
、

海
の
生
物
、
魚
た
ち
が
十
分
繁
殖
で
き
る
「
豊
饒
の
海
」
を
つ
く

ろ
う
と
動
い
て
い
る
そ
う
だ
。

　

突
々
さ
ん
に
紹
介
さ
れ
て
海
を
守
る
漁
業
の
現
場
を
見
よ
う

と
、
坊
勢
島
に
渡
っ
た
。

「
海
」
し
か
な
い
島
の
熱
い
思
い

　

坊
勢
島
は
姫
路
沖
十
八
キ
ロ
に
あ
る
、
い
わ
ば
離
島
。
人
口
約

三
千
人
・
約
八
百
世
帯
の
七
割
が
漁
業
関
係
で
、
漁
船
数
全
国
二

位
の
約
九
百
三
十
隻
と
い
う
漁
業
の
島
だ
。
船
曳
網
、
底
曳
網
や

巻
網
、
刺
網
や
定
置
網
な
ど
、
多
様
な
漁
法
が
盛
ん
で
、「
一
軒

で
何
種
類
も
の
漁
船
を
持
っ
て
い
る
組
合
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
」
と
、
坊
勢
漁
業
協
同
組
合
参
事
の
森 

光
則
さ
ん
は
言
う
。

　

さ
ら
に
、
の
り
養
殖
や
、
魚
の
価
値
を
上
げ
る
た
め
巻
網
で
捕

獲
し
た
イ
ワ
シ
や
サ
バ
の
稚
魚
を
船
型
の
大
き
な
生
け
簀
で
育
て

漁
業
者
は
「
海
の
防
人
」
だ

　

瀬
戸
内
海
東
部
、
播
磨
灘
の
春
は
イ
カ
ナ
ゴ
漁
か
ら
始
ま
る
。

イ
カ
ナ
ゴ
、
タ
コ
、
の
り
な
ど
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量

を
誇
る
兵
庫
県
の
漁
業
︱
︱
「
漁
業
者
は
『
海
の
防
人
（
さ
き
も

り
）』
で
す
」
と
言
う
の
は
、「
兵
庫
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
」

参
事
の
突と
っ
と
つ々 

淳き
よ
しさ
ん
。
漁
業
の
役
割
は
食
料
供
給
と
海
洋
保
全

だ
。
漁
業
者
が
い
な
く
な
れ
ば
海
は
滅
び
る
、
と
。

　

有
史
以
前
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
日
本
の
漁
業
だ

が
、
高
齢
化
や
後
継
者
難
、
原
油
高
騰
や
消
費
者
の
魚
離
れ
な
ど

が
重
な
っ
て
、
状
況
は
厳
し
い
。

　

し
か
も
問
題
は
海
が
「
痩
せ
て
」
い
る
こ
と
だ
、
と
突
々
さ

ん
は
指
摘
す
る
。
海
水
の
富
栄
養
化
が
進
み
赤
潮
が
頻
発
し
た

一
九
七
〇
年
頃
、
漁
業
者
た
ち
は
「
海
を
き
れ
い
に
」
と
運
動
を

し
た
。
今
、
海
は
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
痩
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

な
ぜ
か
？　

河
川
の
護
岸
・
大
堰
工
事
や
下
水
処
理
技
術
の
向

上
な
ど
で
海
に
流
れ
込
む
水
質
改
善
が
進
み
、
窒
素
や
リ
ン
な
ど

が
激
減
し
た
た
め
、
栄
養
不
足
と
な
り
、
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
が

生
ま
れ
ず
、
食
物
連
鎖
の
循
環
が
途
切
れ
、
魚
が
減
っ
て
い
る
。

ま
た
海
岸
線
が
整
備
さ
れ
砂
浜
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
砂
浜

の
持
つ
自
然
の
浄
化
作
用
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
汚
い
海
は
ダ
メ

だ
が
、
豊
か
で
な
い
と
い
け
な
い
︱
︱
。

　

こ
の
た
め
兵
庫
県
漁
連
は
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
例
え
ば
、
イ
カ
ナ
ゴ
に
と
っ
て
「
砂
」
は
大
切
で
あ
り
、
播

生命を育む瀬戸内、豊饒の海を守り生かす❶姫路市白浜町の妻鹿漁港に水揚げした小エビを選定
❷坊勢島・奈座港に停泊する漁船群　❸春の漁期に備えて定置網を補修
❹坊勢島・長井港での、底曳網漁船の水揚げ

1

2

4
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市
場
に
出
す
蓄
養
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

坊
勢
漁
協
は
組
合
員
の
平
均
年
齢
が
日
本
で
一
番
若
い
そ
う

で
、
イ
カ
ナ
ゴ
漁
や
の
り
養
殖
で
は
県
下
有
数
の
実
績
を
あ
げ
て

い
る
。

　
「
坊
勢
は
小
さ
な
島
。
産
業
は
漁
業
し
か
な
く
、
み
ん
な
海
へ

の
思
い
が
強
い
」（
森
さ
ん
）
か
ら
、
坊
勢
の
漁
業
者
た
ち
は
漁

場
保
全
の
た
め
、
県
や
市
と
も
協
力
し
多
様
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
。
例
え
ば
石
や
鉄
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
あ
る
い
は
山
か
ら

伐
り
出
し
た
木
を
沈
め
て
魚
礁
を
つ
く
っ
た
り
、
魚
種
や
漁
場
、

漁
法
に
よ
っ
て
禁
漁
区
や
禁
漁
期
間
を
定
め
、
使
用
す
る
網
の
目

合
い
も
規
制
。
ヒ
ラ
メ
、
ガ
ザ
ミ
、
ク
ル
マ
エ
ビ
な
ど
の
放
流
事

業
に
も
努
め
て
い
る
。
昨
年
か
ら
は
、
底
曳
網
漁
船
に
つ
け
た
鍬

型
の
器
具
で
海
底
に
沈
む
土
中
の
養
分
を
攪
拌
し
、
海
藻
な
ど
の

繁
殖
・
育
成
を
促
す
「
海
底
耕
耘
」
に
も
取
り
組
み
、
既
に
養
殖

の
り
が
色
落
ち
し
な
い
な
ど
、
上
々
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
い

う
。

　

さ
て
こ
う
し
た
努
力
で
い
か
に
漁
獲
量
が
増
え
て
も
、
消
費
者

が
食
べ
て
く
れ
な
い
と
、ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、

「
お
い
し
い
魚
を
お
い
し
い
と
感
じ
て
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の
情

報
発
信
が
大
事
で
す
」
と
兵
庫
県
漁
連
広
報
部
次
長
の
田
中
久
善

さ
ん
。
そ
こ
で
、
兵
庫
県
漁
連
の
魚
食
推
進
室
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｔ 

Ｃ

Ｌ
Ｕ
Ｂ
）
で
は
、「
魚
の
さ
ば
き
方
教
室
」
や
「
旬
の
魚
を
楽
し

む
教
室
」
な
ど
多
種
多
様
な
料
理
教
室
を
毎
日
の
よ
う
に
開
催
。

ま
た
、
十
年
後
に
大
人
に
な
る
子
供
た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
学

校
給
食
へ
の
地
元
の
魚
の
提
案
な
ど
、「
魚
食
普
及
」
に
努
め
て

い
る
。

　

豊
饒
の
海
へ
︱
︱
私
た
ち
消
費
者
が
魚
に
親
し
み
、
漁
業
が
活

性
化
す
る
こ
と
が
、
膨
大
な
Ｃ
Ｏ
２

吸
収
源
で
あ
る
海
洋
を
守
る

こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

●

　

フ
ロ
ー
か
ら
ス
ト
ッ
ク
へ
の
流
れ
の
な
か
で
家
と
い
う
資
源
を

守
り
生
か
す
「
美
山
」、
持
続
可
能
な
森
林
管
理
と
活
用
に
取
り

組
む
「
木
の
国
」、
但
馬
牛
の
優
れ
た
血
統
の
維
持
に
努
め
つ
つ

山
あ
い
の
草
地
や
休
耕
田
で
の
放
牧
に
取
り
組
む
「
但
馬
」、
豊

饒
の
海
・
瀬
戸
内
の
海
洋
資
源
を
守
り
育
て
る
「
兵
庫
・
坊
勢
」

――

地
域
資
源
を
守
り
生
か
す
地
道
な
各
地
の
取
り
組
み
の
な
か

に
、
低
炭
素
社
会
実
現
へ
の
鍵
が
確
か
に
見
え
て
き
た
。
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❷兵庫県漁連のＳＥＡＴ ＣＬＵＢが開催する「魚のさばき方教室」
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